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2017年５月５日　第 320 号

中央集会（300名）

中弘南黒地区（263名）

三八地区（180名） 上十三地区（30名）

西北地区（46名） 下北地区（18名）

マ
イ
ク
で
訴
え
る
被
害
者
の
会

の
義
之
氏

講
演
す
る
谷
崎
氏

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

■
青
森
市
長
選
か
ら
４
か
月
、

小
野
寺
市
長
に
怒
り
の
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
市
が
行
っ
た

調
査
で
３
割
の
人
が
利
用
し
た

い
と
答
え
た
「
合
葬
墓
」
の
整

備
事
業
が
、
29
年
度
は
工
事
に

着
手
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
小
野
寺
市
長
は
予
算

に
計
上
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

和
の
尊
さ
を
学
び
伝
え
る
た
め

に
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
る
27
年
か
ら
中
学
生
を

被
爆
地
に
派
遣
す
る
「
平
和
大

使
派
遣
事
業
」
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
予
算
も
ば

っ
さ
り
削
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
子
ど
も
の
通
学
に

危
険
な
岡
田
橋
の
歩
道
橋
の
建

設
調
査
予
算
を
前
年
度
よ
り
半

分
に
削
減
（
２
５
８
万
円
）
し

ま
し
た
。
■
ア
ウ
ガ
問
題
で
は

17
億
８
千
万
円
の
債
権
放
棄
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
、

「
姿
勢
を
市
民
に
見
せ
る
た
め

だ
」
と
い
っ
て
市
職
員
等
の
賃

金
を
切
り
下
げ
る
と
い
う
姑
息

な
手
を
使
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
駅
周
辺
整
備
事
業
は
青
森

駅
舎
の
上
に
東
西
自
由
通
路
建

設
・
駅
舎
建
設
な
ど
総
事
業
費

１
０
０
億
円
。
そ
の
う
ち
青
森

市
の
負
担
は
44
億
円
に
上
り
ま

す
。
「
合
葬
墓
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
」
「
平
和
大
使
を
復
活
さ

せ
た
い
」
と
い
う
署
名
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
「
平
和
大
使
」

署
名
は
中
学
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
独
裁
者
「
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
」
。
青
森
市
の

独
裁
者
「
（
小
野
）
デ
ラ
ン
プ

市
長
」
と
市
の
職
員
が
呼
ん
で

い
る
そ
う
で
す
が
「
ナ
ッ
ト

ク
」
。　
　
　
　
　

（
柳
谷
）

生協店前でヒバクシャ署名

共
謀
罪
は
テ
ロ
対
策

の
た
め
で
は
な
い

　

５
月
１
日
、
第
88
回
メ
ー
デ

ー
が
県
内
７
カ
所
で
開
催
さ

れ
、
８
６
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
中
央
集
会
に
は
36
団
体

３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
石
田
隆
志
東
北
労

金
青
森
県
本
部
長
、
升
田
世
喜

男
民
進
党
衆
院
議
員
、
赤
平
勇

　
４
月
２
日
（
日
）、
憲
法
ネ

ッ
ト
青
森
は
、
ア
ピ
オ
あ
お
も

り
で
２
０
１
７
年
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
代
表
委
員
の
横
山
慶

一
弁
護
士
は
、「
昨
年
の
参
議

院
選
挙
で
東
北
は
勝
利
し
た

が
、
改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
を

占
め
、
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
。」
と
し
、
共
謀
罪
に
つ
い

て
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
く
ら
い
は

良
い
の
で
は
」「
テ
ロ
対
策
で

必
要
な
ど
の
意
見
も
多
く
あ
り
、

様
々
な
場
面
で
、
国
民
に
語
り

掛
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

人
共
産
党
衆
院
候
補
、
三
上
武

志
社
民
党
県
連
代
表
が
挨
拶
し

ま
し
た
。
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議

員
、
紙
智
子
・
い
わ
ぶ
ち
友
参

院
議
員
、
三
村
知
事
、
小
野
寺

青
森
市
長
な
ど
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

奥
村
榮
実
行
委
員
長
は
主
催

者
挨
拶
で
、
安
倍
政
権
が
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
「
共
謀

罪
」
は
治
安
維
持
法
の
再
来
で

国
民
の
思
想
・
信
条
・
表
現
の

自
由
を
奪
い
、
市
民
運
動
や
労

働
運
動
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ

り
、
総
力
を
あ
げ
て
廃
案
を
勝

ち
取
ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
表
、

共
謀
罪
反
対
な
ど
を
内
容
と
す

る
メ
ー
デ
ー
宣
言
の
採
択
、

「
が
ん
ば

ろ
う
」
合

唱
の
後
、

市
内
を
デ

モ
行
進
、

「
憲
法
改

悪
」
反
対

な
ど
を
訴

え
ま
し

た
。

い
る
。」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
憲
法
の
新
た
な
た
た

か
い
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て

谷
崎
嘉
治
代
表
委
員
が
講
演
し
、

戦
後
70
年
を
振
り
返
り
、「
戦

争
法
廃
止
」
の
連
合
政
府
樹
立

を
訴
え
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

中
弘
南
黒
地
区

の
「
戦
争
法
廃

止
２
０
０
０
万

人
署
名
」
の
取

組
み
や
、
新
婦

人
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
署

名
の
防
衛
省
提

出
な
ど
、
各
組

織
の
活
動
が
報

告
さ
れ
、
役
員

を
再
任
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
進

め
る
青
森
県
連
絡
会
は
、
４
月

15
日
（
土
）
11
時
か
ら
青
森
県

民
生
協
ア
カ
シ
ア
館
前
で
、
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
統
一
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
16
人
が

行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
原
爆

被
害
者
の
会
か
ら
参
加
し
た
義

之
栄
光
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
被

爆
体
験
を
語
り
な
が
ら
、
来
店

者
に
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

訴
え
ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
、
県
原
水
協
の
谷
崎
嘉
治

会
長
、
原
水
禁
県
民
会
議
の
今

村
修
会
長
な
ど
各
組
織
の
代
表

者
が
交
代
で
、
署
名
へ
の
協
力

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
県
民

生
協
ア
カ
シ
ア
館
店
長
の
ご
厚

第88回メーデー
憲法違反の共謀罪阻止 !

意
に
よ
り
、
館
内
放
送
で
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
へ
の
協
力
の

呼
び
か
け
が
あ
り
、
１
時
間
で

62
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
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第318回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
６
月
15
日

●
発
表
＝
７
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
318
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
316
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
《
答
え
》
①
右
の

ぼ
ん
ぼ
り
②
右
の
菱
餅
③
右

の
花
び
ん
④
少
女
の
腰
の
リ

ボ
ン
⑤
少
女
の
冠
⑥
橘
の
台

⑦
え
ぼ
し

《
当
選
者
》
17
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

中
村
龍
平
（
建

交
労
）
、
下
山

智
裕
（
弘
大
職

組
）
、
今
晴
美

（
ひ
だ
ま
り
）
、

秋
谷
美
智
子

（
年
金
者
組

合
）
、
坂
本
豊

（
東
青
農
民
組

合
）

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
で
の
宣
伝

＝
お
知
ら
せ
＝

今
年
は

厚
手
の
セ
ー
タ
ー
の
出
番
が
な

か
っ
た
な
あ
と
、
冬
物
を
整
理

し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。（
秋

谷
美
智
子
・
年
金
者
組
合
）

青
森
市
で
は

南
部
に
ド
カ
雪
が
く
れ
ば
春
が

来
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

過労死促進の月100
時間の時間外労働

間
で
20
万
人
の
結
成
・
加
盟
③

４
年
間
で
１
５
０
万
全
労
連

を
、
と
し
て
い
ま
す
。
高
教
組

か
ら
は
、
２
年
前
に
組
合
員
が

自
分
一
人
に
な
る
こ
と
か
ら
、

自
分
に
全
員
対
話
の
ノ
ル
マ
を

課
し
、
年
末
カ
ン
パ
に
協
力
し

て
く
れ
た
人
な
ど
に
働
き
か

け
、
こ
れ
ま
で
10
人
の
拡
大
に

た
の
で
、
労
働
組
合
を
結
成
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、
①

職
場
掲
示
板
の
設
置
②
事
故
等

に
お
け
る
事
情
聴
取
に
労
組
執

行
部
の
同
席
③
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
を
職
員
監
視
に
使
用
し

　

４
月
８
日
（
土
）
、
組
織
拡

大
強
化
交
流
集
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
全
労
連
の
橋
口
事
務
局

次
長
が
「
労
働
組
合
を
強
化

し
、
広
げ
る
た
め
に
」
と
題
し

て
、
全
労
連
組
織
拡
大
４
か
年

計
画
を
報
告
し
ま
し
た
。
４
か

年
計
画
で
は
、
①
既
存
組
織
内

で
毎
年
15
万
人
の
拡
大
②
４
年

今
年
は
ド
カ
雪
な
く
て
春
が
来

そ
う
で
す
。（
中
村
龍
平
・
建

交
労
）

再
任
用
で

働
い
て
い
ま
す
。
現
役
と
ま
っ

た
く
同
じ
仕
事
で
す
。
同
一
労

働
同
一
賃
金
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
賃
金
同
様
仕
事
を
半
分
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
で
部

活
動
も
真
面
目
に
や
れ
ば
、
過

労
死
レ
ベ
ル
の
労
働
時
間
に
な

り
ま
す
。「
再
任
用
部
」
が
必

要
で
す
ね
。（
田
村
儀
則
・
高

教
組
）

種
ま
き
の
準
備

を
ぼ
つ
ぼ
つ
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
農
産
物

へ
の
圧
力
が
怖
い
。
怖
い
の
は

ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
そ
れ
に
簡

単
に
屈
す
る
日
本
の
自
民
党
政

府
で
す
。（
坂
本
豊
・
農
民
組

合
）

減
量
と
肝
臓

の
た
め
休
肝
日
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
で
も
、
こ
れ
ま
で
続
け

て
き
た
１
年
３
６
５
日
の
規
則

正
し
い
生
活
（
晩
酌
）
の
方
を

優
先
し
た
い
の
で
、
休
肝
日
は

設
け
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
中
道
博
章
・
県
教
組
）

１
９
８
７
年
４
月
１
日

国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
た
。
30

年
目
の
今
年
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
も
17
年
間
ベ
ア
ゼ

ロ
、
青
息
吐
息
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ

東
・
Ｊ
Ｒ
東
海
は
売
上
高
、
純

利
益
と
も
連
結
決
算
は
過
去
最

高
を
更
新
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
Ｊ
Ｒ
東
の
受
け
上
げ
高

２
兆
１
６
１
３
億
円
、
純
利
益

２
５
３
１
億
円
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は

売
上
１
兆
３
１
８
８
億
円
、
純

利
益
３
３
１
１
億
円
だ
。
労
働

戦
線
を
分
断
さ
れ
、
そ
の
後

我
々
の
苦
難
が
今
も
続
い
て
い

る
。（
長
内
一
・
建
交
労
）

し
の
ぎ
や
す
い

時
節
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
開

花
が
Ｔ
Ｖ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
せ
め
て
青
森
く
ら
い
行
き

た
い
け
ど
だ
ん
な
様
か
ら
目
を

離
せ
ま
せ
ん
。（
村
上
美
津
子
・

年
金
者
組
合
）

あ
ら
�
交
通
事
故
？

ガ
ラ
ス
の
破
片
が
道
い
っ
ぱ

い
！
早
朝
バ
ス
停
に
向
か
う
時

目
に
し
た
光
景
。
よ
く
見
る
と

道
の
く
ぼ
み
に
た
ま
っ
た
水
が

凍
っ
て
、
そ
れ
を
誰
か
が
踏
み

つ
け
た
ら
し
い
。
春
の
き
ざ
し

が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
。（
都

谷
森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

　

４
月
22

日
、
青
森
市

文
化
会
館
で

労
働
法
制
改

悪
反
対
青
森

県
連
絡
会

２
０
１
７
年

総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に

先
立
っ
て
学

習
会
が
行
わ

れ
、
全
労
働

青
森
支
部
・
篠
原
徹
執
行
委
員

長
が
「
ア
ベ
『
働
き
方
』
改
革

の
実
態
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。

　

篠
原
委
員
長
は
、
働
き
方
改

革
実
現
会
議
の
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
の
長
時
間
労
働
の

是
正
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

ま
や
か
し
な
ど
を
指
摘
し
ま
し

た
。
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」
の
①
過
労
死
ラ
イ
ン
を
こ

え
る
月
１
０
０
時
間
未
満
と
年

間
９
６
０
時
間
の
時
間
外
労
働

全
労
連
の
橋
口
事
務
局
次
長

●
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン
ス
タ
ー

ト
集
会

と
き　

５
月
21
日
㈰
13
時
半

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
大
研
修
室

　

東
北
６
県
か
ら
参
集

●
国
民
平
和
大
行
進
出
発
集

会
と
き　

６
月
４
日
㈰
11
時

と
こ
ろ　

青
森
市
平
和
公
園

●
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

と
き　

７
月
16
日
㈰
11
時

と
こ
ろ　

大
間
町
・
大
間
原

発
隣
接
地

全
員
に
声
が
け

組
織
の
拡
大
を

人
口
流
出
防
止
の
た
め

全
国
一
律
最
賃
制
を

の
容
認
②
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
創
設
、
裁
量

労
働
制
の
拡
大
③
労
働
法
が
適

用
さ
れ
な
い
非
雇
用
型
の
テ
レ

ワ
ー
ク
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
（
個

人
事
業
主
）
の
推
進
な
ど
を
批

判
し
ま
し
た
。
総
会
で
連
絡
会

の
檜
山
事
務
局
長
は
、
活
動
の

経
過
と
運
動
方
針
を
提
案
、

「
ア
ベ
働
き
方
改
革
」
を
阻
止

す
る
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

な
い
④
休
暇
の
公
平
な
割
り
振

り
、
な
ど
が
あ
り
、
最
近
「
嘱

託
職
員
へ
の
一
時
金
支
給
」

（
年
間
１
・
４
月
）
を
実
現
さ

せ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
参
加

者
を
激
励
し
ま
し
た
。

成
功
し
た
事
例
が

報
告
さ
れ
ま
し

た
。
秘
訣
は
、
無

差
別
に
「
お
茶
し

ま
せ
ん
か
」
と
声

を
か
け
る
と
の
こ

と
。
八
戸
市
営
バ

ス
労
働
組
合
か
ら

は
、
バ
ス
運
転
手

の
８
割
が
嘱
託
職

員
で
正
職
員
と
同

じ
業
務
に
も
か
か

わ
ら
ず
差
別
や
偏

見
も
多
く
、
不
満

が
満
ち
溢
れ
て
い

講
演
す
る
篠
原
委
員
長

　

４
月
15
日
、
「
貧
困
な
く
せ
、

今
す
ぐ
時
給
１
０
０
０
円
、
め

ざ
せ
１
５
０
０
円
」
「
地
域
格

差
を
な
く
し
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
の
確
立
」
を
求
め
て
全

国
い
っ
せ
い
統
一
行
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
市
で
は
県
労
連
と
パ
ー

ト
臨
時
労
組
連
絡
会
が
共
同
で
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
で
雨
降

り
の
中
、
８
人
の
参
加
で
取
り

く
ま
れ
ま
し
た
。
県
労
連
の
奥

村
議
長
と
柳
谷
副
議
長
が
交
代

で
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

　

両
氏
は
、
日
本
の
最
賃
は
全

国
平
均
で
８
２
３
円
、
最
高
の

東
京
都
９
３
２
円
、
青
森
県
は

７
１
６
円
と
先
進
諸
国
で
は
最

低
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
政
労
使
合

意
で
あ
る
２
０
２
０
年
ま
で
時

給
１
０
０
０
円
へ
の
引
き
あ
げ

と
全
国
一
律
の
最
賃
制
度
の
実

現
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
本
県

の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
・

流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
も
最

賃
の
大
幅
引
き
上
げ
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。


